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　午後は 5 、 6 人程度の小グループに分かれ、グ
ループごとにディスカッションを行った。このグ
ループ・ディスカッションは、毎年、参加者の間
で大変好評である。同じ牧会に携わる者として、
普段はなかなか話せない教会の課題や対応に苦慮
する事柄といったことを、忌憚なく話せる場であ
る。もちろんそこで話されたことは秘密厳守であ
るし、誰かの発言を批判したり、否定したりする
者もいない。個々の状況は違うが、牧会者として、
皆が同じような痛みを感じてきており、苦しみを
分かち合うことができる。そしてお互いから学び
合うことも多い。
　今回は「家族」というテーマで行われたという
こともあり、牧師が自らの家庭の痛みを分かち合
うことができたように思う。どのグループも時間
が足りなくなるくらい、非常に活発に分かち合い
がなされていた。
　再びセミナールームに集合し、各自が今日学ん
だことや感じたことなどを振り返るひとときと質
疑応答の時間も持たれた。朝の 9 時半から午後16
時まであっという間の一日であった。
（文責：村上純子［むらかみ・じゅんこ］聖学院大
学人間福祉学部こども心理学科准教授）
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